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【戦略の基本方針】 

○人口減少社会の到来を前提として、生産年齢人口の定住化を促進する積極的な取り組みや超高齢社会に適

応した施策を併せて戦略的に展開し、区政の持続的な発展を可能とします。 

○ターゲット（対象）を明確にするとともに、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会が開催さ

れる 2020年や団塊の世代がすべて後期高齢者となる 2025年といった時間軸を意識して目標を定め、限ら

れた資源を集中的に投入する中長期的な戦略を立てて、政策分野や組織を越えて横断的に取り組みます。 

 

【計画の目的】 

 ○平成 27 年 10 月に策定した新たな板橋区基本構想の実現に向けて、区政を総合的・計画的に推進し

ていく方向性と目標を示し、中長期的な施策体系を明らかにするものです。 

【計画の性格・期間】 

○性格 

区政全般にわたる総合的な計画であり、本計画を推進する短期的なアクションプログラムとして策

定する実施計画、行財政経営計画、人材育成・活用計画を３つの柱とする「いたばし№１実現プラ

ン 2018」や各政策分野における個別計画の基幹となる計画です。 

○期間 

平成 28年度から平成 37年度までの 10 か年です。 

【人口推計】 

 ○区の人口ビジョンに基づき、平成 22年国勢調査人口を基準人口としつつ、近年の住民基本台帳人口

の自然増減・社会増減及び国全体の人口動向を踏まえ、施策の効果が表れた場合の目標とすべき人

口として、平成 37年までの人口を推計します。 

 ○平成 32 年にピークを迎えて減少に転じ、平成 37 年の人口は 553,795 人、高齢化率は 27.3％になる

と推計されます。 

【計画の施策体系】 

○基本構想で定める３つの基本理念（「あたたかい気持ちで支えあう」「元気なまちをみんなでつくる」

「みどり豊かな環境を未来へつなぐ」）に基づき、区の将来像「未来をはぐくむ緑と文化のかがやく

まち“板橋”」と政策分野別の「あるべき姿」である「９つのまちづくりビジョン」を実現するため、

「３つの基本目標」と「９つの基本政策」を柱とした施策を体系化します。 

○さらに、区政の持続的な発展を可能とするため、施策・組織横断的に協働・連携し、限られた資源

を集中的に投入する戦略を立て、選ばれるまちとしての魅力を創造・発信するまち「魅力創造発信

都市」と、安心・安全な環境が整い住み続けたくなるまち「安心安全環境都市」といった２つの都

市像を指向しながら、基本構想に掲げる区の将来像である「未来をはぐくむ緑と文化のかがやくま

ち“板橋”」を実現し、「東京で一番住みたくなるまち」として評価されるまちをめざします。 

第２章 未来創造戦略～施策・組織横断的に協働・連携する戦略～（本編 P.21～） 第１章 策定方針（本編 P.3～） 

魅力創造発信都市 
安心安全環境都市 

未来創造戦略 

（施策・組織横

断的に協働・

連携する戦略） 

戦略Ⅰ 若い世代の定住化戦略 

若い世代が住み続けたくなる・住みたくなるまちづくりを戦略的に展開します 

戦略展開１安心して子どもを産み育てられる環境の充実を図り、子どもの成長を切れ目なく支援する連

携を強化します 

戦略展開２地域とともにある学校づくり・人づくり、魅力ある学校づくりに取り組み、21 世紀社会を

たくましく生きる子どもを育てる教育を推進します 

戦略展開３女性の活躍と健康を支援するとともに、若者が住みたくなるまちづくりに取り組み、女性・

若者がかがやくまちづくりを推進します 

戦略Ⅱ 健康長寿のまちづくり戦略 

元気な高齢者を増やし、地域の支えあいによる超高齢社会に適応したまちづくりを戦略的に展開します 

戦略展開４高齢者が地域貢献・ボランティア活動、就労などに生きがいを持って活動するまちづくりを

推進します 

戦略展開５介護が必要になっても、高齢者がいつまでも住み慣れた地域で安心して暮らすことができる

よう、地域包括ケアのまちづくりを推進します 

戦略展開６子どものころからバランスのとれた体づくりに取り組むなど、スポーツや様々な施策が連携

して、質の高い健康づくりを推進します 

戦略Ⅲ 未来へつなぐまちづくり戦略 

快適で魅力あるまちづくりによって交流とにぎわいを創出し、都市としての魅力を高めます 

戦略展開７特色ある文化芸術を活かすまちづくりに取り組むとともに、地域に愛着と感動を呼ぶスポー

ツによるにぎわいを創出します 

戦略展開８産業による地域活性化や東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を契機とした

「もてなしの心」による魅力創造・発信によって、交流人口を増やします 

戦略展開９災害に強く、環境に配慮した快適で魅力あるまちづくりを推進し、特に、駅周辺や商店街な

どを中心に都市を再生することによって、にぎわいを創出します 

「未来をはぐくむ緑と文化のかがやくまち“板橋”」 

＝「東京で一番住みたくなるまち」 

【戦略展開にあたっての基本的な視点】 

○シティプロモーションによる魅力発信 
○大学・研究機関等との連携 
○地域ぐるみの支えあい 
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基本政策Ⅲ－１ 

「緑と環境共生」 
基本政策Ⅲ－２ 
「万全な備えの安心・安全」 

基本政策Ⅲ－３ 
「快適で魅力あるまち」 

基本政策Ⅱ－１ 

「豊かな健康長寿社会」 
基本政策Ⅱ－２ 
「心躍るスポーツ・文化」 

基本政策Ⅱ－３ 
「光輝く板橋ブランド・産業活力」 

基本政策Ⅰ－１ 

「子育て安心」 
基本政策Ⅰ－２ 
「魅力ある学び支援」 

基本政策Ⅰ－３ 
「安心の福祉・介護」 

 

「未来をはぐくむ緑と文化のかがやくまち“板橋”」 

＝「東京で一番住みたくなるまち」 

基本目標Ⅰ 
未来をはぐくむ 
あたたかいまち 

基本目標Ⅱ 
いきいきかがやく 

元気なまち 

基本目標Ⅲ 
安心・安全で 
快適な緑のまち 

○人口減少・超高齢社会に対応した行政経営・地域経営・都市経営 
○施策・組織横断的に協働・連携する戦略を支える区役所の人づくり・組織づくり 

計画を推進する区政経営 

将来像 

将来像 

魅力創造発信都市 安心安全環境都市 都市像 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○基本構想で掲げる３つの基本理念を踏まえ、「９つのまちづくりビジョン」の実現に向けた基本目標を３つ設定します。 

○基本目標の実現に向けて、各政策分野で展開する政策を基本政策とします。各基本政策の分野は、「９つのまちづくりビジョン」に対応します。 

○基本政策の展開にあたり、目的ごとに複数の施策を推進します。 

○施策ごとに、進捗状況の把握や評価に適した施策指標を設定します。施策指標には、計画期間終了時点である平成 37年度と中間年にあたる平成 32年度における目標値を設定します。 

基本 

目標 
基本政策 施策 

Ⅰ
 

未
来
を
は
ぐ
く
む
あ
た
た
か
い
ま
ち 

Ⅰ－１「子育て安心」 
01子育て施策の総合的な推進 02子どもの成長と子育ての支援 03育児と仕事の両立支援 04地域ぐるみの子育て支援の推進 05子育てセーフティネットの充実 

06子どもと母親の健康づくり  

Ⅰ－２「魅力ある学び支援」 

01教育施策の総合的な推進 02確かな学力の向上・定着と質の高い教育の推進 03幼・小・中学校の運営・支援 04特別支援教育の充実 05いじめ問題・不登校対策の推進 

06家庭教育の支援と青少年の健全育成 07世代を超えた学習・学び合う活動の推進 08読書活動の支援 09児童・生徒の健康増進 10地域とともに歩む学校づくり 

11魅力ある学校づくり  

Ⅰ－３「安心の福祉・介護」 
01 高齢者施策の総合的な推進と計画的な施設整備 02介護サービスの充実と介護予防の推進 03高齢者の地域包括ケアの推進 04地域福祉の充実 05 障がい者施策の総合的な推進と計画的な施設整備 

06 障がい者の社会参加の促進と就労支援 07生活基盤の安定と自立の促進  

Ⅱ

い
き
い
き
か
が
や
く
元
気
な
ま
ち 

Ⅱ－１「豊かな健康長寿社会」 
01健康づくりの総合的な推進と環境整備 02病気にならない体づくり 03疾病の早期発見・早期治療の推進 04女性の健康推進 05公害健康被害の補償と保健福祉の向上 

06国民健康保険の適正な運営等 07後期高齢者医療制度の適正な運営 08 こころの健康づくりの推進 09 高齢者の社会参加の促進と生きがいづくり  

Ⅱ－２「心躍るスポーツ・文化」 01スポーツに親しむまちづくりの推進 02 地域の歴史・文化の保全・継承・活用の推進 03個性ある文化芸術の創造と活動の支援 04国際性豊かな地域社会づくり 05平和都市の推進 

Ⅱ－３「光輝く板橋ブランド・産業活力」 
01 ネットワーク・ブランド戦略による産業活力の強化 02産業集積の維持・発展の促進 03創業・経営支援と人材育成・就労支援 04地域特性を活かした魅力ある商業振興 05都市農業の支援と農の活用 

06「もてなしの心」による魅力ある観光振興と都市交流の推進 07消費生活の安定と向上  

Ⅲ

安
心
・安
全
で
快
適
な
緑
の
ま
ち 

Ⅲ－１「緑と環境共生」 
01 スマートシティ“エコポリス板橋”の推進 02 低炭素社会の実現に向けた取り組みの推進 03環境教育・協働の推進 04 快適で健康に暮らせる生活環境の実現に向けた取り組みの推進 05 循環型社会の実現に向けた取り組みの推進 

06自然環境と生物多様性の保全 07 緑化の推進と自然にふれあう機会の創出  

Ⅲ－２「万全な備えの安心・安全」 
01地域防災の支援 02減災・防災対策の推進 03防犯力の高いひと・まちづくりの推進 04空き家等老朽建築物対策の推進 05 倒れない・燃え広がらないまちづくりの推進 

06感染症等予防対策の推進 07食品・環境の衛生力向上  

Ⅲ－３「快適で魅力あるまち」 
01地域特性を活かした総合的なまちづくりの推進 02美しいまちなみ景観の推進 03利便性の高い公共交通網の整備促進 04 利便性の高い都市計画道路の整備促進 05 区道・橋りょう等の安全で快適な環境の確保 

06放置自転車対策等交通安全の推進 07 駅周辺や商店街等を中心とした良好な市街地の形成促進 08ユニバーサルデザインの推進 09多様で良質な住まい・住環境の確保  

 

第３章 政策分野別の施策展開（本編 P.39～） 

第４章 計画を推進する区政経営（本編 P.87～） 

○行政経営・地域経営・都市経営の視点から、単なる縮小均衡を繰り返すばかりではない

健全な収支均衡型の財政基盤を構築し、人口減少・超高齢社会に対応した自治体経営

に取り組むことによって、選ばれるまちをめざします。 

○行政経営の面では、最少の経費で最大の効果を上げるという原点に立ち返り、真に必要

な行政サービスを確保しつつ、歳入確保の強化や歳出の見直しなどに取り組みます。 

○地域経営の面では、地域で活動する様々な主体との協働や大学・研究機関などとの連

携をさらに進め地域資源を有効活用するとともに、区民参画の機会の拡充を図っていき

ます。 

○都市経営の面では、地域資源の強みを活かした施策の充実を図り、都市としてのイメー

ジを高め、住みたい・訪れたいと思わせる魅力を創造し発信する戦略的なシティプロモ

ーションや都市構造の再編・整備に取り組むことによって、生産年齢人口の定住化によ

る税収増や交流人口の増加による地域経済の活性化などを図っていきます。 

○「行財政経営の質を高め、区民本位による区政の実現」をめざし、「『もてなしの心』で区

民本位の区政の実現」「『未来への責任』を果たす健全な行財政経営」「『高い使命感』で

挑戦する人と組織づくり」を掲げて取り組んできた経営革新の考え方を継承し、さらに深

化させていきます。 

１ 基本方針 

 
○総合的な区政の推進と区役所の人づくり・組織づくり 
○安心・安全で魅力ある公共施設への再編・整備 
○質の高い区民サービスの提供 
○情報公開の推進と個人情報の保護 
○シティプロモーションの推進 
○地域コミュニティの活性化と協働の推進 
○女性の活躍と男女共同参画の推進 

２ 取り組みの方向性 

 

○区が保有する公共施設等については、半数以上が建設から 30 年以上
を経過して老朽化しており、今後 10 年間にかかる更新経費は大きな負
担となります。 

○「施設総量（総延床面積）の抑制」「計画的な管理・保全による耐用年数
の延伸」「区有財産の有効活用」の３つを基本方針とし、時代の要請に
応じた集約・複合化による多機能化と経費の縮減・平準化を図り、安
心・安全で魅力ある公共施設を次世代へ引き継いでいきます。 

３ 公共施設等の整備に関する基本方針 

 

（一般会計歳入・歳出）            （単位：百万円） 

平成 28 

年度 

平成 29 

年度 

平成 30

年度 

平成 31～ 

37年度 

10か年 

合計 

202,570 203,571 214,773 1,540,015 2,160,929 

※平成 28年度当初予算の数値を基本として、一定の条件のもと

に、計画期間中の財政収支を推計しました。 

４ 財政収支見通し 

 

○計画（Plan）→実施（Do）→評価（Check）→改善

（Action）…と循環するいわゆるＰＤＣＡサイクルを

効果的に機能させていくことによって、区民ニーズ

や社会経済情勢などを踏まえた行政サービスの質

の向上を図っていきます。 

５ 計画の進行管理・評価・改善にかかる取り組み 
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